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1. はじめに 

近年，通信ネットワークの高速化やスマートフォン・タ

ブレットなどのデバイスの普及に伴い，常時 Web にアク

セス可能となった．そのため，リアルタイム性を持つ情報

の発信が容易になり，人やモノが大量のデータを生成し，

日々膨大な情報発信が行われている．その中でも，人が生

成するデータでは，ソーシャルネットワーキングサービス

(SNS)と称される Web サービスが急速に普及し，注目が集

まっている．特に，ユーザ数の多い SNS として，

Twitter[1]が挙げられる．Twitter などは，人と人とのつなが

りをサポートするツールであるが，個人だけでなく企業や

政府機関[2]においても SNS を利用した情報発信を開始す

るなど，社会的ネットワークの構築ツールとしても活用さ

れている． 

SNS は，リアルタイムなコミュニケーションツールとし

て利用され，人々が活動をする中で発生する出来事につい

ての様々な情報を発信し共有している．SNS を通じて発信

される情報は，情報発信を行うユーザさえいれば，実世界

で発生した出来事について，地域や場所，時間帯を問わな

い即時性・網羅性を持っている．そのため，現在では，テ

レビや新聞，Web ニュースなどのメディアを補完するイン

フラとして利用されている．そのため，SNS 上に発信され

る大量の情報を分析することで，実世界において発生する

事象についての状況把握や解決手法を提供できる可能性が

ある．しかし，SNS の情報は膨大であり，データの質も不

均一である．したがって，SNS から有益な情報を抽出する

手法は重要なタスクであり，様々な分野で研究が行われて

いる． 

我々は， 21 世紀の成長産業として期待される観光に関

する視点から SNSの分析を試みる．現在，旅行時の観光情

報を取得するには，ガイドブックの活用だけでなく，Web

検索の利用も一般的となった．Web 検索を利用する場合に

は，ガイドブックなどから得たキーワード，旅行先の「地

名」と「観光」・「グルメ」などを組み合わせたキーワー

ドを利用した検索結果からリンク先を閲覧し，さらに旅行

先地域の観光に関するキーワードを取得しながら，検索を

繰り返す作業が必要である．そのため，検索コストがかか

るだけでなく，検索に不慣れな情報弱者の場合には，必要

な情報に到達できない場合もある．また，デジタルデバイ

ドによる問題は，Web 上の情報量の増加に伴い，今後，さ

らに困難になることが予想される．  

そこで，我々は，SNS 上の情報を観光情報の集合知と捉

え，SNS の持つ即時性・網羅性を活用することで，旅行先

地域のご当地グルメやイベントを自動抽出可能なシステム

を検討している．SNS は，実世界で発生する出来事につい

て多くのユーザが様々な意見や感情を基に情報発信を行っ

ており，実世界の状況がほぼリアルタイムに SNSに反映さ

れている．そのため，SNS 上に蓄積されている大量のユー

ザの情報を分析することで，実世界の状況を把握すること

が可能になっている． 

本稿では，SNS の１つである Twitter に着目し，位置情

報付きツイートをモニタリングし蓄積した時空間ログを用

いて各地域の特徴を抽出する手法を提案する．具体的には，

収集した位置情報付きツイートの持つ緯度経度情報から導

いた地域と一般的な料理名(例：うどん，そば)やイベント

名(例：祭り，踊り)を含む語(本稿では対象語と呼ぶ)によ

って構成した行列を分析することで，各地域に特徴的な対

象語を抽出する．提案手法により抽出した対象語は，地域

の特徴を表すため旅行先とした地域のご当地グルメや地域

のイベントである可能性が高く，抽出した語を利用するこ

とで観光情報を提供する上での一助となる．また，SNS の

即時性・網羅性を活用するため，ガイドブックに掲載され

る定番情報だけでなく，最近の流行の取得も可能である．

本稿では，旅行先地域に関する知識がない場合であっても，

旅行先の観光情報を取得する際に，食やイベントに関する

地域別の特徴抽出を行う手法について提案し，その評価を

行う． 

本論文の構成は次のとおりである．2 章ではマイクロブ

ログから実世界の分析を行った関連研究について述べる．

3 章では，Twitter の分析により地域の特徴抽出を行う手法

について提案し，4 章で提案手法の評価実験と結果につい

て述べる．最後に 5章でまとめと今後の課題を述べる． 

 

2. 関連研究 

SNS を用いて人々が発信する即時性・網羅性のある位置

情報付きの情報に着目して実世界を捉える研究が行われて

いる．土屋ら[3]は，マイクロブログを用いて鉄道の運行ト

ラブル状況を抽出し，復旧状況および混雑状況を判断する

ことで，公式情報だけではできない意思決定を支援する手

法を提案している．Sakaki ら[4]は，位置情報付きツイート

をモニタリングすることで，台風や地震などの突発的に発

生するイベントをリアルタイムに検出するシステムを開発

した．Lee ら[5]は，位置情報付きツイートを用いて地域に

おける群集行動の通常性を推定し，異常判定により地域イ

ベントを検出する手法を提案している．李ら[6]は，位置情

報付きツイートを地域ごとに分析することで群集行動から

特徴的な行動パターンを抽出し，都市の特徴づけを行う手

法を提案している．佐伯ら[7]は，訪日外国人に対する対面

アンケートによる訪問先や感想の調査の代替手段として，

位置情報付きツイートの分析による使用言語別や季節によ

る訪問先の差異を分析している．我々は，位置情報付きツ
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イートを分析することで，観光に関する各地域の特徴的な

情報を自動抽出する手法を検討する．そして，手法を適用

することで，旅行者が旅行時に収集する各地域の特徴であ

るご当地グルメなどを低コストに取得する手法を提案する． 

 

3. 提案手法 

 観光情報を収集する際，旅行先地域の特徴となるグルメ

やイベントを知ることができれば，旅行者が地域の特徴を

Web 検索により取得するコストを削減でき，より有用な観

光情報収集が可能となる．また，情報弱者の情報への不到

達を防ぎ，対象地域の観光情報として有用な情報を提示す

ることができる．本稿では，一般的な料理名(例：うどん，

そば)やイベント名(例：祭り，踊り)のみで Twitter を分析

することによって，旅行先地域の特徴抽出を行う． 

 図 1 にシステム概要を示す．システムは，①データ収集，

②前処理，③特徴抽出，④出力の処理で構成される．各処

理について以降の各節で記述する． 

 

 
図 1 システム概要 

 

3.1 データ収集 

本節では，図 1 に示した①データ収集の手法について記

述する．本稿での目的は，観光情報としての地域の特徴を

抽出することである．そのため，位置情報が特定可能なツ

イートを利用した分析によって，地域別の特徴を抽出する

必要がある．そのため，我々は，発信された地域を特定可

能である Twitter 内の位置情報付きツイートに限定した分

析を行うこととした． 

収集対象は，Twitter から発信された位置情報付きツイー

トの中で，日本の領土を含む範囲である緯度経度が 10 進

法表記で 120.0 ≦経度≦154.0かつ 20.0≦緯度≦47.0である

位置情報付きツイートとした．位置情報付きツイートのデ

ータの収集には，Twitter 社が提供する API の 1 つである

Streaming API[8]を用いた． 

次に，収集したデータ数について述べる．橋本ら[9]の研

究によると，日本国内で発信されるツイートの中で位置情

報が付いている割合は約 0.18%とツイート全体では非常に

少ないデータ数である．しかし，収集した位置情報付きツ

イートは，表 1 に示す推移例のとおり，平日でも約 7 万件，

土日には 10 万件を超える日もある．本研究において収集

した位置情報付きツイートは，2015/2/17 から 2016/2/16 ま

での期間で約 2,500 万件である．また,期間中の 1 日当たり

の収集件数は約 67,000件であった．このデータセットを用

いて次節以降で述べる処理により地域別の特徴抽出を行っ

た． 

 

表 1位置情報付きツイートの推移例 (2015/5/9-6/3) 

 
 

3.2  前処理 

本節では，図 1に示した②前処理について記述する．3.1

節の処理により収集したデータに対して，逆ジオコーディ

ング・形態素解析・データベースへの格納の処理を行う． 

逆ジオコーディングは，収集した個々のデータ(ツイー

ト)の緯度経度情報から都道府県，(郡)市町村・特別区，

町・字を特定した．これは，独立行政法人農業・食品産業

技術総合研究機構の簡易逆ジオコーディングサービス[10]

を用いた．例として，(緯度,経度)=(35.7384446,139.460910)

を逆ジオコーディングすると，都道府県名：東京都，(郡)

市町村・特別区：小平市，町・字：小川西町二丁目が得ら

れる．本稿では，地域別の特徴抽出を行うための地域単位

として，都道府県別と市区町村別を想定している．(八地

方区分，都道府県内の地域区分は別途検討) 

形態素解析は，収集した個々のデータ(ツイート)の本文

を形態素解析器「MeCab」[11]を用いて，分かち書きを行

う．例として，「桜がきれいです。」は，「桜/名詞，が/

助詞，きれい/名詞，です/助動詞，。/記号」と分割される．

なお，本稿の提案手法では， Wikipedia の見出し語ファイ

ル[12]を利用し，Wikipedia に登録されている見出し語を予

め MeCabのユーザ辞書へ追加している． 

データベースへの格納は，データ収集・逆ジオコーディ

ング・形態素解析の処理を行った結果から特徴抽出に必要

となるデータをデータベースに格納する．本研究において

利用したデータは，ツイート ID・ツイート本文・形態素解

析結果・緯度・経度である． 

3.3  特徴抽出 

 本節では，図 1 に示した③特徴抽出について記述する．

特徴抽出は，収集した位置情報付きツイートから地域別の

特徴を自動抽出する手法である． 

特徴抽出を行うためには，分析対象とする範囲が必要で

ある．そのため，前節で述べた地域別(都道府県別，地区

町村名別)を基準に行うこととした． 

また，特徴抽出は，前処理により生成したデータに対し，

分析対象となる対象語の出現頻度を基準に分析を行う．そ

のため，分析対象とする対象語が必要となる．この対象語

は，観光情報を取得したいユーザが決めることを想定して

いる．本稿では，提案手法の有用性を確認するために予め

指定することとした． 

日付(曜日) 件数 日付(曜日) 件数

5/9(土) 117,253 5/22(金) 92,237

5/10(日) 128,654 5/23(土) 55,590
5/11(月) 91,795 5/24(日) 72,243
5/12(火) 87,354 5/25(月) 82,375
5/13(水) 67,016 5/26(火) 83,851
5/14(木) 88,994 5/27(水) 83,825
5/15(金) 89,210 5/28(木) 85,024
5/16(土) 116,600 5/29(金) 121,582
5/17(日) 126,705 5/30(土) 119,387
5/18(月) 89,342 5/31(日) 81,431
5/19(火) 83,695 6/1(月) 76,364
5/20(水) 87,927 6/2(火) 76,699
5/21(木) 86,164 6/3(水) 78,329
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対象語の指定には，基準語として「うどん」や「そば」，

「祭」などの一般的な食やイベントに関する語を決める．

次に，基準語で形態素解析結果を検索し，各基準語が含ま

れる語を特徴抽出の対象語として選択する．選択された各

基準語が含まれる対象語一覧を対象語群と定義し，各対象

語群別に分析を行うこととした． 

以降に，対象語群ごとに地域別の特徴抽出を行う手順を

示す．まず，前処理により分割された形態素に対象語群が

含まれるデータについて，対象語別および地域別の件数を

抽出する．対象データ件数は，(1)・(2)・(3)式で示す．(3)

式における𝑐𝑤𝑋𝑝𝑌
は，対象語「wX」の地域「pY」での出現

回数を表す． 

 

対象語群𝑊 = {𝑤1, 𝑤2, 𝑤3, … , 𝑤𝑋} ・・・(1) 

地域群𝑃 = {𝑝1, 𝑝2, 𝑝3, … , 𝑝𝑌} ・・・(2) 

対象データ件数𝐶(𝑋 × 𝑌) = [

𝑐𝑤1𝑝1
𝑐𝑤1𝑝2

… 𝑐𝑤1𝑝𝑌

𝑐𝑤2𝑝1
𝑐𝑤2𝑝2

… 𝑐𝑤2𝑝𝑌

⋮ ⋮ ⋱ ⋮
𝑐𝑤𝑋𝑝1

𝑐𝑤𝑋𝑝2
… 𝑐𝑤𝑋𝑝𝑌

]  

・・・(3) 

 

次に，対象データ件数について対象語別の重みを(4)式に

より算出する．同様に，地域別の重みを(5)式により算出す

る．(4)・(5)式を用いて(6)式により対象語別・地域別のス

コアを求め，特徴抽出に利用した． 

 

𝐷𝑤𝑖𝑝𝑗
=

𝑐𝑤𝑖𝑝𝑗

𝑚𝑎𝑥(𝑐𝑤1𝑝𝑗
,𝑐𝑤2𝑝𝑗

,⋯𝑐𝑤𝑋𝑝𝑗
)
 ・・・(4) 

𝐸𝑤𝑖𝑝𝑗
=

𝑐𝑤𝑖𝑝𝑗

𝑚𝑎𝑥(𝑐𝑤𝑖𝑝1 ,𝑐𝑤𝑖𝑝2 ,⋯𝑐𝑤𝑖𝑝𝑌
)
 ・・・(5) 

𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑤𝑖𝑝𝑗
= 𝐷𝑤𝑖𝑝𝑗

× 𝐸𝑤𝑖𝑝𝑗
 ・・・(6) 

 

 以降に示す実験では，(6)式により算出した Score を基準

に値が高い対象語を地域の特徴と捉え抽出を行った． 

3.4  出力 

本節では，図 1 に示した④出力について記述する．出力

は，前節までの処理により特徴抽出を行った結果を利用し

た可視化を想定している．本稿では，横軸に Score，縦軸

に対象語を取ったグラフと地図を利用した Score 分布の可

視化例を示した．旅行時に有用となる可視化手法について

は，今後の課題とする． 

 

4.  実験方法と実験結果 

本章では，3 章で述べた提案手法を用いた特徴抽出の実

験について記述する．4.1 節に実験に利用したデータセッ

トを示し，4.2 節に食に関する実験，4.3 節にイベントに関

する実験を記述する． 

4.1  データセット 

本実験で使用したデータセットは，3.1 節のデータ収集

で述べた Streaming API を用いて収集した，2015/2/17 から

2016/2/6 までの期間の日本国内の緯度経度情報を含む位置

情報付きツイートである約 2,500 万件とした．このデータ

セットを用いて特徴抽出を行った． 

本稿では，観光情報として旅行時に必要と想定される食

とイベントを特徴抽出の実験対象とした．4.1 節に食，4.2

節にイベントの実験について記述する． 

4.2 食に関する実験 

本節では，4.1 節のデータセットを利用し，食に関連し

た特徴抽出を行った実験について記述する．ここで，我々

は，位置情報付きツイートを分析することで，観光情報と

して有用なご当地グルメなど地域の特徴抽出を目的として

いる．そのため，観光振興として各地域で盛んに取り組ま

れているご当地グルメや B 級グルメで使われる語である

「うどん」・「そば」・「ラーメン」を例に実験を行った．

本研究では最終的に基準語をシステム利用者が入力可能と

することを目的としているが，本稿では予め定義し実験を

行っている． 

表 2 に対象語群とデータ数を示す．表 2 に示すとおり，

基準語「うどん」・「そば」・「ラーメン」の平仮名表

記・片仮名表記・漢字表記が含まれる語を対象語群とした．

各対象語群に含まれる対象語群(例)について，データ件数

が多い上位 5 件をデータ数と共に示す．また，対象語群に

含まれる対象語数と各対象語群の全データ数も表 2 に示し

た． 

なお，本稿では，例として，「ラーメン」を含む語であ

る「富山ブラックラーメン」は抽出対象であるが，「ラー

メン」を含まない「富山ブラック」は抽出対象としていな

い．対象語群として，「富山ブラックラーメン」と「富山

ブラック」は同義語とする処理が必要となるが，本稿では

この処理については言及しない． 

 

表 2 対象語群とデータ数 

 
 

表 2 に示すとおり，各対象語群でデータ数が最も多くな

る対象語は「うどん」・「そば」・「ラーメン」となり，

この対象語のみでは地域の特徴を捉えることは困難である．

同様に，地域別の特徴をデータ数で求めた場合も，データ

数の多い都市部が優位となる． 

そこで，我々は，各対象語群の対象語について，前節の

(6)式を用いた Score を算出し，地域の特徴を捉えることと

した．以降に各対象語群での実験結果を示す． 
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4.2.1  対象語群「うどん」の実験結果 

図 2に，富山県における基準語「うどん」(片仮名・漢字

表記も含む)の分析結果を示す．ここでは，算出した Score

の値が高い上位 10 件を示した．なお，横軸は，Score を最

大値で規格化し，ログスケールで表す． 

図 2 において最上位に抽出された対象語は，富山県のご

当地うどんである「氷見うどん」となった．また，第 3 位

の「カレーうどん」も，富山県内では有名な店に関するツ

イートによって上位に抽出される結果となった． 

次に，提案手法による Score と比較するため，表 2 の対

象語別のデータ数を用いた特徴抽出について，上位 10 件

を図 3 に示す．図 3 のデータ数を用いた場合，最上位は対

象語「うどん」となり，第 2 位に「カレーうどん」，第 3

位に「氷見うどん」となった． 

 

 

図 2 富山県での基準語「うどん」の分析結果 

 

  

図 3 データ数による富山県での基準語「うどん」 

の分析結果 

 

図 2 と図 3 の実験結果から，「うどん」は一般的に用い

られる語であるためデータ数が多く，データ数のみで地域

の特徴を捉えることは困難である．また，「カレーうどん」

と「氷見うどん」を比較した場合も，より地域の特徴を表

す「氷見うどん」は，「カレーうどん」のデータ数を下回

り，地域の特徴として埋もれてしまう可能性がある．しか

し，提案手法を利用した図 2 では，地域の特徴抽出に成功

した．よって，本稿の提案手法による Score を利用するこ

とで，より地域の特徴を表す対象語を上位に抽出できる． 

次に，図 2 で上位に示された対象語について，都道府県

別の分布を示す．この処理によって，旅行者は抽出された

基準語が旅行先地域の特徴を表す語であるかを判断し，ご

当地グルメを確認する一助となる．本稿では，Microsoft 

Power BI Desktop[13]を利用した可視化により確認を行った． 

ここで，図 4 に，図 2 において最上位に抽出された対象語

「氷見うどん」の都道府県別分布を示す．図は，Score が

高い都道府県ほど濃く表される．「氷見うどん」は，47 都

道府県中の 5 都県のみで抽出され，図 4 において最も濃く

示されており，富山県特有のご当地グルメと判断できる． 

また，図 5 に対象語「カレーうどん」の都道府県別分布

を示す．「カレーうどん」については，全都道府県で抽出

された．富山県での「カレーうどん」の Scoreは 47都道府

県中で 14 位となり，富山県特有の特徴とは言えない．し

かし，図 2 の富山県内での Score は第 3 位となり，富山県

内でうどんを選択する際に，「カレーうどん」も候補の 1

つと判断できる可能性を示した．なお，「カレーうどん」

は，茨城県が最も高い Score を示しており，茨城県内に全

国的に有名な「カレーうどん」の店の存在を示唆する． 

 

 

図 4 対象語「氷見うどん」の都道府県別分布 

 

 

図 5 対象語「カレーうどん」の都道府県別分布 
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4.2.2 対象語群「そば」の実験結果 

図 6 に，富山県における基準語「そば」の分析結果につ

いて，Score の値の高い上位 10 件を示した．最上位の対象

語は，富山県のご当地そばである「利賀そば」となった．

また，第 3位には「山菜そば」が抽出された． 

 

 

図 6 富山県での基準語「そば」の分析結果 

 

次に，図 6 において上位に示された語について，都道府

県別の分布を示す．図 7 に，図 6 で最上位に抽出された対

象語「利賀そば」の都道府県別 Score を示す．「利賀そば」

は，47 都道府県で富山県のみ抽出された．そのため，富山

県の特徴であると判断できる． 

図 8 に，対象語「山菜そば」の都道府県別分布を示す．

「山菜そば」は，中日本を中心に全国に広く分布し，長野

県が最も高い Scoreでとなった．富山県も 47都道府県内で

第 2 位の Score となっているため，都道府県別の Score か

らも「山菜そば」は，富山県特有のご当地グルメである可

能性を示している． 

 

 

図 7 対象語「利賀そば」の都道府県別分布 

 

図 8 対象語「山菜そば」の都道府県別分布 

 

4.2.3  対象語群「ラーメン」の実験結果 

図 9 に，富山県における基準語「ラーメン」の分析結果

について， Scoreの値が高い上位 10件を示した．最上位の

対象語は，北陸地方を中心に展開しているラーメンチェー

ン店の「8 番らーめん」となった．第 3 位は，片仮名表記

の「8 番ラーメン」となった．また，第 5 位・第 6 位は富

山県内のラーメン店名，第 7 位・第 8 位はご当地ラーメン，

第 9 位は全国展開をしているラーメンチェーン店であった． 

 

 

図 9 富山県での基準語「ラーメン」の分析結果 

 

次に，各対象語の都道府県別分布を示す．図 10 に最上

位に抽出された対象語「8番らーめん」，図 11に第 2位の

「8 番ラーメン」を示す．図 10 と図 11 において，最も

Score が高い地域は共に石川県であり，チェーン店を展開

する府県を中心に分布を確認できる． 

 ここで，対象語「8 番らーめん」と「8 番ラーメン」を

(7)式に示す Cosine類似度を利用し比較した．(7)式での𝑉は，

47 都道府県を意味する．𝑋𝑎を「8 番らーめん」，𝑋𝑏を「8

番ラーメン」として，各都道府県の Score を利用し類似度

を求めた結果，類似度は 0.92となった．このため，対象語

である「8 番らーめん」と「8 番ラーメン」は，表記揺れ

があるものの同義語であると考えられる．本稿では，地域

の特徴抽出に焦点をあてているため同義語の判定は行って

いないが，本研究の次の段階として，推定される地域の特
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徴抽出の精度向上には，同義語判定も必要になると考えら

れる． 

 

 

図 10 対象語「8番らーめん」の都道府県別分布 

 

 

図 11 対象語「8番ラーメン」の都道府県別分布 

 

𝑐𝑜𝑠(𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑎
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  , 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑏

⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ) =
∑ 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑎𝑝𝑖

𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑏𝑝𝑖

|𝑉|
𝑖=1

√∑ 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑎
2|𝑉|

𝑖=1 ∙√∑ 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑋𝑏
2|𝑉|

𝑖=1

  

・・・(7) 

 

図 12 に，図 9 の第 5 位の対象語「ラーメンスクエア」

の都道府県別分布を示す．東京都の「ラーメンスクエア」

は，立川市にあるテーマパーク型のラーメンのフードコー

トであり，最も Score が高い結果となった．富山県の「ラ

ーメンスクエア」は，ラーメン店の店名であり，第 1 位・

第 3 位のチェーン店名である「8 番らーめん」と比較する

と Score は低いが，「ラーメン」を含む店名の中では富山

県内において特徴的なラーメン店である． 

同様に，図 13 に対象語「キリンラーメン」の都道府県

別分布を示す．「キリンラーメン」は，他県にも抽出され

ているが，富山県が最も Score が高い結果となった．よっ

て，対象語「キリンラーメン」として最も特徴的な都道府

県は富山県であると考えられ，富山県特有のラーメン店の

候補となる可能性を示した． 

 

図 12 対象語「ラーメンスクエア」の都道府県別分布 

 

 

図 13 対象語「キリンラーメン」の都道府県別分布 

 

 図 14 に，対象語「おやべホワイトラーメン」の都道府

県別分布，図 15 に対象語「入善ブラウンラーメン」の都

道府県分布を示す．ここで示した 2 つのラーメンは，町お

こしのために，富山県小矢部市と富山県下新川郡入善町に 

 

 

図 14 対象語「おやべホワイトラーメン」の 

都道府県別分布 
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おいて，近年作られたご当地ラーメンである．富山県以外

には分布がなく，ご当地グルメとして考案されたラーメン

を地域の特徴として正しく抽出し，富山県のご当地グルメ

を捉えている． 

 

 

図 15 対象語「入善ブラウンラーメン」の都道府県別分布 

 

4.3 イベントに関する実験 

本節では，4.1 節のデータセットを利用したイベントの

抽出について記述する．前節では，食に関する実験につい

て記述し，ご当地グルメの抽出を行った．ここでは，提案

手法の適用により，旅行対象とした地域の特徴となるイベ

ントの抽出実験を行った． 

本実験における対象語は，基準語「まつり」(祭を含む)

が含まれる語とした．4.2 節の表 2 に示した食に関する実

験と同様に，イベントに含まれる可能性のある基準語を予

め人手で定義し，基準語が含まれる語を対象語とした．  

表 3 に，イベントに関する実験で利用した対象語群とデ

ータ例を示す．各対象語群に含まれる対象語例について，

データ件数が多い上位 5 件をデータ数と共に示す．また，

対象語群に含まれる対象語数と各対象語群の全データ数も

併せて示した． 

表 3 に示した対象語群の例のとおり，データ数が多い語

は，「祭り」をはじめ「文化祭・体育祭」など，地域によ

らず日常的に用いられる機会が多い語である．そのため，

食の実験と同様に，対象語のデータ数だけでは地域の特徴

を抽出することができない．そこで，我々は 3 章で述べた

提案手法を用いてイベントに関する特徴抽出を試みた．以

降で実験結果を示す． 

 

表 3対象語群とデータ数 

 
 

4.3.1 イベントに関する対象語での実験結果 

図 16 に，富山県における表 3 に示した基準語「まつり」

の分析結果を示す．ここでは，算出した Score の値が高い

上位 10 件を示した．なお，横軸は，Score を最大値で規格

化し，ログスケールで表す． 

図 16 において，上位に抽出された対象語は，富山県内

で有名な祭となった．よって，提案手法の適用により「ま

つり」も地域の特徴抽出が可能である． 

 

 

図 16富山県での基準語「まつり」の分析結果 

 

 次に，図 16 の上位 3 件について，各対象語の都道府県

別分布を記述する． 

 図 17 に対象語「山王祭」，図 18 に対象語「曳山祭り」

についての分布を示す．図 17 の「山王祭」と図 18 の「曳

山祭り」については，47 都道府県中で最も Score が高い結

果となった．この 2 つの祭は，他地域でも同様の名称の祭

は存在するが，提案手法により富山県に最も特徴があると

抽出した． 

 

 

図 17 対象語「山王祭」の都道府県別分布 

 

 図 19 に対象語「七夕祭」についての分布を示す．図 19

の「七夕祭」は，全国的に有名な宮城県仙台市の「(仙台)
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七夕祭」が最も Score が高い結果となった．次いで，富山

県高岡市の「(戸出)七夕祭」が 47都道府県中で第 2位，第

3 位に神奈川県平塚市の「(湘南ひらつか)七夕祭」が抽出

された．この結果から，対象語「まつり」について，都道

府県単位での地域の特徴を捉えている． 

 

 

図 18 対象語「曳山祭り」の都道府県別分布 

 

 

図 19 対象語「七夕祭」の都道府県別分布 

 

5. まとめ 

本稿では，Twitter の位置情報付きツイートを用いて各地

域における観光情報に関連するご当地グルメやイベントを

取得するために，位置情報付きツイートに含まれる対象語

を地域別に分析する手法を提案した．本稿の実験では，食

に関して「うどん」・「そば」・「ラーメン」，イベント

に関して「まつり」について述べた．富山県での分析結果

から，富山県内における地域の特徴を捉えた．また，都道

府県別分布の分析結果から，富山県特有であるか他地域に

も存在する食・イベントであるかも捉えた．提案手法を用

いた地域特徴抽出を利用することで，地域のご当地グルメ

やイベントを抽出し，観光情報を提供する上での一助とな

る可能性を示した． 

今後は， SNSの即時性・網羅性をさらに活用するため，

時系列情報を考慮し，季節ごとに該当地域の流行を取得す

る手法を検討する予定である．また，旅行先地域に関する

知識がない場合であっても，旅行先の観光情報を取得可能

であるかをさらなる評価を行う計画である． 
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